
アルビレックス・レーシング・チーム 

PRESS RELEASE 

 

CAR No.34                2015/7/13              CAR No.35 

スーパーFJ 東北シリーズ 第 3 戦 

中村 凌                                                 小松 俊太 

アルビモーターフリーク ED                    アルビビヨンド GIAED 

CAR No.36                                  CAR No.37 

 

長谷川 綾哉                                加藤 泰賀 

アルビ新潟第一ホテル玉三郎 ED             アルビメークウィナーミネテック ED 

 

7 月 12 日（日） 予選・決勝    

スポーツランド菅生 １LAP＝3.704km    

予選結果：加藤選手 1 位 長谷川選手 3 位     小松選手 4 位  中村選手 6 位   

決勝結果：加藤選手優勝 長谷川選手 2 位表彰台  小松選手 4 位  中村選手リタイヤ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



■7 月 12 日（日） 16 時 15 分決勝スタート 

天候：晴れ  コース：ドライ  気温：32℃ 湿度：29％ 路温：55℃ 

  

 各車きれいにスタート。オープニングラップは順位に変動なく迎えた 2 周目の 1 コーナ

ーでのブレーキング勝負、3 番手長谷川選手がアウト側からオーバーテイク、豊島選手を

かわし 2 位に浮上する。その後は加藤選手、長谷川選手のトップ 2 台が 3 位以下を引き離

す一方、長谷川選手がトップの加藤選手にプレッシャーをかけ続ける。 

5 周目 1 コーナーで長谷川選手がトップ加藤選手に仕掛けアウト側から進入、2 周目に

豊島選手をパスした際と同じように外から見事にオーバーテイク。しかしかわされた加藤

選手もすぐさま 4 コーナーで再びトップを奪取。一進一退の攻防を繰り広げる。 

しかし、ここで 6 番手を走行していた中村選手が単独でクラッシュ。セーフティカーが

導入され、加藤選手、長谷川選手が 3 位以下に対して築いていたマージンが一気になくな

ってしまう。 

 セーフティーカーが 1 周入った後の 8 周目にレース再開。ここで長谷川選手が再開後の

加速でシフトミス。1 コーナー進入手前で豊島選手にかわされ 3 番手に後退してしまう。

若干トップ 2 台に引き離された長谷川選手だったが、すぐにトップ 2 台に追いつき三つ巴

の争いに。 

 そしてそのまま迎えたファイナルラップ最終コーナー110R。2 番手豊島選手のスリップ

についた長谷川選手が豊島選手に並びホームストレートへ。最後はゴールライン直前で長

谷川選手がパスし、加藤選手に続く 2 位チェッカー。3 番手豊島選手とはわずか 0.037 秒

差だった。 

 小松選手は 4 位でチェッカーとなった。 

 

 

○中村選手コメント 

 今回 3 戦目でしたがオンボード映像で初めて自分の走りを確認しながらのウィークでし

た。修正点が多々見つかりタイムアップに繋げることができました。決勝では焦りが出て、

最終コーナーでクラッシュしてしまいチームのみなさんにはご迷惑をおかけいたしました。

その分、次回は頑張ります。 

 

 

○小松選手コメント 

 今回、レースウィークで金曜にクラッシュをしてしまいそれが日曜まで残ってしまいま

した。が、新しい運転技術にチャレンジするポイントを見つけたので次回は大幅に飛躍し

ます。ご期待ください。 

 

 



○長谷川選手コメント 

 2 位は悔しいです。もっと冷静になれれば展開も違ったと思います。次回は必ず優勝し

ます。 

 

○加藤選手コメント 

 スタート直後からいけると確信していました。バトルになっても冷静に他車が見えてい

たので何が起きても自信がありました。セーフティカーが入りリスタートもイメージ通り

でした。会心のレースでした。次も優勝します。応援宜しくお願いします。 

 

○中村監督コメント 

 東北も早いもので 3 戦目を迎えました。 

中村選手に関して 3 戦目にして速さがチラリでてきました。このままキャリアを重ねて

いってほしいです。小松選手は金曜の走行でクラッシュがあり、そのまま悪いイメージが

残っている様子でした。2 戦から速さが出てきているので次戦期待します。長谷川選手は

もったいないの一言ですが、若さあふれていますのでこれからも速さを追及してほしいで

す。加藤選手は強くなりました。抜かれてもまたすぐ抜き返す精神的な強さが出てきまし

た。 

総じて加藤、長谷川両選手で切磋琢磨しながらチーム内競争を今後も続けて成長してほ

しいです。また、先輩たちも応援に来てくれて指導してもらえるのは大変ありがたいです。 

シリーズチャンピオン獲得に向け今後も努力いたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・Zip Auto ・KAISHIN  AUTO ・榎本自動車整備工場 ・山田モーター 

・東栄ボディー ・Car Factory雅美 ・堀モータース・みがき屋エンマ  

・Power Station ･カイツ自動車 ・トップオート ・エムズ ・関根車体 


